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三角組成図を理解しよう

Vojáˇcek（2015）より
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三角グラフ

•三角組成図

3成分をA, B, Cとすると、その割合(%)が表される。
3成分を書ける理由は、各成分をa, b, cとすると、c成分は c = 1 - a - bとなり、
変数は実は2つなので、2次元（平面、x－y）のグラフとなる

軸のタイトルの書き方に2種類ある

推奨

目盛りの増加方向は、右回りと左回りの
2種選べる（意味が逆になる）

同じ意味
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値の読み方

各辺へ垂線をおろして
辺からの距離を読む
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値の読み方

各辺へ垂線をおろして
辺からの距離を読む

A成分は Aの対辺からの距離

100％

0％(A)
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値の読み方

各辺へ垂線をおろして
辺からの距離を読む

A成分は Aの対辺からの距離

100％

0％(A)

12.5％＝
1

8
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値の読み方

各辺へ垂線をおろして
辺からの距離を読む

A成分は Aの対辺からの距離

100％

0％(A)

12.5％＝
1

8100％

0％(B)

B成分も対辺
からの距離
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値の読み方

各辺へ垂線をおろして
辺からの距離を読む

A成分は Aの対辺からの距離

100％

0％(A)

12.5％＝
1

8100％

0％(B)
25%(B)

B成分も対辺
からの距離
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値の読み方

各辺へ垂線をおろして
辺からの距離を読む

A成分は Aの対辺からの距離

100％

0％(A)

12.5％＝
1

8100％

0％(B)
25%(B)

B成分も対辺
からの距離

0％(C)

100％

62.5％(C)

＝
5

8

C成分は対辺からの距離
でも
100-12.5-25＝62.5
でもよい
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値の読み方

各辺へ垂線をおろして
辺からの距離を読む

A: 12.5％
B: 25％
C: 62.5％
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傾向の読み方 (1) 頂点の近くは
その成分が多い

高さで半分を超えれば
主成分
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主成分



傾向の読み方 (2)
ある辺に平行な領域は
その頂点の成分の割合が
等しい
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この例では、
A点の対辺BCに平行
なので、A成分一定

全体に対する比一定の成分



傾向の読み方 (3) ある頂点から伸びる線上の
領域は残りの2成分の比が
等しい

この例では、
A : C = 3：1
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2成分の比一定の成分



傾向の読み方 (3) ある頂点から伸びる線上の
領域は残りの2成分の比が
等しい

この例では、
A : C = 3：1

この点は
A 75％、C 25％
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まとめ

3角組成図は、
･主成分
･ 全体に対する比一定の成分
･ 2成分の比一定成分

この例では

「主成分はC
第2成分はA
だたし、A:Bでは
Aは半分以上を占めている
そして、C:Aは、Cが倍ぐらい
多い」がひと目で分かるので

非常に有効

数値で読むより、
分布がわかる点も重要
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流星とは

例： ウィキペディアより

単純な用語解説は、いろいろ調べる手段はある
しかし、間違いがないように書こうとすると、色々な点に気を使って、
本質的な所が、薄まりがち。少し違っていても、まずは、大まかにつか
んでください。

わかりくいのは、用語の関係性や使われ方か？
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流星スペクトルの論文で、よく出てくる用語について



流星体とは

？
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流星に関する言葉の使われ方
流星と流星体

地上から光って見えるもの、現象が流星 (meteor)

衝突する前の微少な天体を流星体 (meteoroid)

ただし、流星体のことを流星と話すことも多い

流星群 これは少しややこしい

似たものにtrailがある。これはトレイルと呼ぶが、流星群とは呼ばない
トレイルは、彗星の1回の近日点通過で作られたストリームのこと
”1999年トレイルの群流星” と使う。流星群の中にはトレイルはたくさ
んある。
トレイルが時間が立つと、ストリームと区別がつかなくなることもある。

18

（英語では、shower だが、シャワーとはあまり呼ばない）

地上から見ると、ある時期に一点から流れ出すように見える一連の流
星の集まり個々の流星は、群流星と呼ぶ
これを、衝突する前の状態では、streamとよぶ。ストリームとか流

星群と呼ぶ



•コンドライト：chondrite

本来の意味は粒状隕石

倉敷市博物館HPより

コンドリュールがあるのが特徴

隕石の軌道が類似しており、その軌道
をもつ小天体もさすことがあるようだ
かなり広く使われている感じ

• ライトカーブ（光度曲線）：light curve

明るさの時間変化 普通は変光星などで使われる
流星も発光から消えるまでの明るさの変化を表す
ビデオ観測になって、測定しやすくなった
このカーブから、流星体がどのように発光するかのモデルが立てられる

かなり難しい
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•フラグメンテーションとアブレーション

fragmentation abration

分裂、破砕 摩耗、すり減り

このあたりになると、私もよくわかっていないが、、、流星の発光メカニズ
ムで、よく出て来る単語
フラグメンテーションは、破砕と訳されることが多いがアブレーションは
カタカナで書かれることが多い。

流星体が大気に突入して運動エネルギーが減少し、熱に変換される。
その時、大気が薄く速度が大きいので、速度を落とすより先に加熱された流
星体表面から原子が蒸発（昇華も含む）し、流星体の質量が減少する。
この過程をアブレーションと言うらしい。
その時、流星体が固いと、表面から順に原子が剥ぎ取られて小さくなるが、
もろい物質だとアブレーションと同時に流星体の分裂が起こる。これをフラ
グメンテーションと呼ぶようだ。これによって、表面積が増えるので明るさ
も急増する。この明るくなる現象もフラグメンテーションといわれる。
流星現象＝アブレーション でフラグメンテーションはあることもある
ぐらいか。謎。
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以上

簡単でしたが。
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